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ごあいさつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
日本音楽療法学会中国支部
新支部長　　　武田千代美

　　今年も、春のうららの・・と歌う頃となりました。会員の皆様には、お元気でご活躍のこととお慶び申し上げます。

　日ごろは、日本音楽療法学会中国支部の活動に、ご理解、ご支援を賜り誠にありがとうございます。　　　　　

支部会員の皆様に、ニュースレター９号をお届けいたします。今号は総会の報告と、２月に山口県で開催されました第４回中国支部大会の報告を掲載いたします。報告にもありますように、このたび事務局が移転することとなりました。川崎医療福祉大学にある事務局からは、最後のニュースレターの発行となります。　　　　さて、私は２月２０日の総会で支部長を拝命いたしました。平成１５年１１月の選挙で８名の評議員が選出され、１６年度より新体制で支部運営をしてまいりましたが、手塚先生のご転出に伴って、任期途中での役員改選となった次第です。

　旧役員ならびに事務局の方々のご尽力に、心より御礼申し上げます。

中国支部は設立から約４年で、その規模を拡大し現在４００余名の会員で構成されるまでに至りました。昨年は、全国大会を川崎医療福祉大学において開催し、大会長を中心に、役員、事務局一同、会員の皆様一丸となって、これを成功させましたことは、皆様ご承知の通りです。

　このような、中国支部の支部長として私がどれだけの力を発揮できるかはわかりませんが、お受けした以上はこの任務に真摯に務めてまいりたいと存じます。

　副支部長を引き受けられた、松原まゆみ先生とは日本音楽療法学会認定を１期で受けた音楽療法士同志として、これまで以上に助け合い、よりよい支部となるよう話し合っております。音楽療法士として、毎日その現場に携わる者として、会員の皆様の立場に立った、運営をしていけたらと考えております。

　皆様のご理解とご支援をお願い申し上げます。
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第４回日本音楽療法中国支部大会を終えて

　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　第４回日本音楽療法学会中国支部総会･学術大会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大会長　　　　　中島恵子

　２月１９、２０日に山口で開催された第４回中国支部総会･学術大会は、二日間で延べ４１８人にご参加いただき、無事終了することができました。生野里花先生の基調講演『音楽療法の音楽～今、もういちど音楽家として、人間として～』は、現在の音楽療法の現場を捉えた理論、そして音楽、芸術の意味をさまざまな音楽療法の原点として結びつけわかりやすくお話くださり、参加者は、まさに「音楽療法士のしごと」に感動すると共に、改めて「音楽」と「療法」と「自分」を考えるきっかけになった講演でした。続く、研究発表は、これまでの発表・質疑時間を延長した設定の中で、活発な意見交換が行われました。日常の臨床研究において、身近にその苦労や困難、喜びを報告しあい、研究しあえる地方会の良さを実現できたのではないかと思います。もし可能であるならば、これからのこうした研究発表においての時間延長も望む声が多く聞かれました。夜の懇親会では、生野先生、佐野先生の参加もいただき、和やかに懇親を深めることができました。また会場はアコーディオン、尺八の音楽に彩られ、フィナーレは会場一体のサンバという暖かい湯田温泉の夜となりました。二日目は、山口赤十字病院の佐野隆信先生に、「痛み、音楽そして科学」を、そしてオフィスMIOの志村先生に「アートセラピーと精神発達」というお話をいただきました。痛みの科学と科学できない痛みの部分、アートにおける人の発達など、まさに音楽療法を学ぶ上で多くの大切な示唆をいただくことができました。午後に行われたシンポジウム「臨床研究に学ぶ」では、木村敦子先生、武田千代美先生、松原まゆみ先生に日常の臨床をVTRで紹介していただき、参加者はこれまでにない多くの臨床の現場を学ぶことができました。「実際の現場をこのように多く学ぶチャンスがありがたいと思った」と多くの人に感想をいただきました。コメンテーターの松原秀樹先生、若尾裕先生からは、アセスメントやプロセス、結果を客観的に分析する必要性、それらがセラピストの治療観、哲学、人間観を土台として展開されることなど、臨床を研究していくことの基本姿勢をお話くださいました。

今回の大会のテーマである「音･音楽の力～臨床での問題を考える～」は、山口の実行委員がはじめから抱いていたテーマでした。大きな研究会のない山口で、実行委員たちが集まり大会の実現に向けて進めたことは、このテーマで想いが一致していたからかもしれません。地方での大会は、もしかしたら、このような音楽療法に対する想いを会員が確認する場所かもしれないと今感じています。音楽療法を熱心に実践研究されている会員の方々に支えられ、講師先生方のお力をいただき、無事終了できたことをここに感謝申し上げます。この大会がきっかけでまた新たな音楽療法がスタートすることを願って報告とさせていただきます。　　　　　　　　　　　　
新任のご挨拶

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本音楽療法学会中国支部

新副支部長　松原　まゆみ

　この度、中国支部の副支部長、ならびに教育研修委員長を兼任させていただくことになりました。微力ではありますが、武田支部長のサポート役として、支部の円滑な運営の為に尽力して参りたいと思っています。

　教育研修につきましては、支部大会における講習会企画など、会員の皆さまの音楽療法関連の知識向上と技術の習得に、もっとも関わりの深い部分を担うところであると感じています。皆さまに少しでも満足していただける内容を準備できるよう努力していきたいと考えています。

　力不足のために皆さまにご迷惑をお掛けするような事もあるかと存じますが、できる限り頑張っていく所存でおりますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本音楽療法学会中国支部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新事務局長　木村敦子

　この度、事務局長に就任することになりました。中国支部が結成されて以来、支部運営がスムーズにいくよう、事務局機能が充実してきました。会員の皆様への情報提供、認定業務など、これまでの財産を引き継ぎ、より機能的になるよう努力して参ります。また、事務局移転に伴い、会員の皆様には多少のご不便をおかけすることがあろうかと思います。ご理解、ご協力をいただきますよう、よろしくお願いいたします。
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支部長辞任のご挨拶

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本音楽療法学会中国支部　　　　　　　　　　　　　　　

旧支部長　手塚　実

春寒次第にゆるみそめました昨今、会員の皆様にはますますご清祥のことと存じます。

このたびは、私の山梨大学転任に伴い、会員の皆様には多大なるご迷惑をおかけいたしました。心からお詫び申し上げます。

　広島大学で開催された第一回支部大会で、暫定役員として副支部長を拝命して三年、そして、本年度から支部長を務めて参りましたが、この間、つつがなく支部役員として務めることができましたのも、多くの方々の支えがあったからこそと改めて御礼申し上げる次第です。特に川崎医療福祉大学におきましては事務局の設置をはじめ物心両面にわたり多大なるご支援を賜りました。この場をお借りして厚く御礼申し上げます。

松江大会の時、皆様と宍道湖畔で花火を見たこと、全国大会を倉敷で開催できたこと・・・・・四年間の思い出は数え切れないほどございます。その思い出に浸りながら、一方では、私が貢献したことはあっただろうか？という自責の念も抱いております。

時は流れ、先の山口大会（私は公務で出席できませんでしたが）では、新役員が総会において承認され、中国支部も新しい第一歩を踏み出す準備が整いました。女性ならではのきめの細かい支部運営を大いに期待しているところでございます。

私は中国支部を離れ関東支部に移籍いたしますが、今後益々の中国支部ご発展をお祈りしております。四年間、本当にありがとうございました。

　副支部長辞任のご挨拶
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本音楽療法学会中国支部　　　　　　　

旧副支部長　　　岸本寿男　

桜の開花が待ち遠しい今日この頃ですが、会員の皆様にはお元気でご活躍のことと存じます。

このたび、先の役員会での新人事の選出に伴い、副支部長を辞任させていただくこととなりましたので一言ご挨拶とお礼を申し上げます。振り返りますと、この一年中国支部にとっても私にとってもめまぐるしい人事の変遷がありました。昨年始めの私の理事就任に伴い、会則に則っての支部長辞任と新人事での副支部長就任。そして半年後の手塚新支部長の転出に伴う新たな人事と続きました。その流れの中でこのたびの武田支部長の新たな体制においては、私は三役を退き一役員としてサポート役に回る方がよりスムーズに支部の運営ができるのではとの判断に至りました。任期途中で辞することに心苦しさも感じますが、どうかお認めくださいますようお願い申し上げます。幸い総会においてもご承認いただくことができ、やや肩の荷が下りた気がいたしました。ありがとうございました。今後はフレッシュな体制で女性パワーと繊細さを発揮して、さらに中国支部を発展、充実させて頂きたいと思います。会員の皆様のご支援をどうかよろしくお願い致します。

また手塚先生には本当に感謝しております。新天地でのご活躍をお祈り致します。

さて、思い起こせば支部立ち上げからの三年間は頼りない支部長でしたが、手塚副支部長、若尾事務局長、松原理事に支えられて精一杯つとめさせていただき、また昨年からは新体制で副支部長を無事つとめさせていただくことができました。この間岡山での第２回支部大会、そして昨年の全国大会を成功裡に終えることができたことは忘れられない思い出です。お世話になりました役員各位に感謝いたします。最後になりましたが、事務局設置はもとより川崎医療福祉大学のこれまでの多大な協力は上田教授あってのことと、感謝の念に耐えません。事務局の保野先生、田中先生、白石さん、小林さん、綾部さん、上田さんにはこれまで本当にご無理ばかりをお願いしてきましたが、いつも明るく支えてくださいました。言葉では言い尽くせませんが、心よりお礼申し上げます。皆様ありがとうございました。
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事務局移転のお知らせ

２００５年４月１日より日本音楽療法学会中国支部事務局が移転いたします。

新住所　　　　〒731－0295

　　　　　　　広島県広島市安佐北区可部東１－２－１　

　　　　　　　広島文教女子大学　木村敦子研究室内　　

　　　　

　　　　　　　日本音楽療法学会中国支部事務局　

E-mail　　　　　jmta-cc@h-bunkyo.ac.jp
ホームページ　　http://www.h-bunkyo.ac.jp/jmta-cc/
TEL&FAX　　　 　082-814-3161
4月1日以降のご連絡、講習会等認定申請、団体登録申請等は、上記の連絡先までお願い致します。
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事務局移転にあたって

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

第４回日本音楽療法学会学術大会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局長　　　　　　上田　智

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(川崎医療福祉大学)

　第４回日本音楽療法学術大会を倉敷の地で開催し、無事大会を終えることが出来ましたのは、一重に会員の皆様のご理解とご協力の賜物と深く感謝いたしております。　

　全国大会開催の１年前から大学の施設を拝借して事務局を開設し、学会の準備をすすめることができました。全国大会を引き受けるためという大義名分があったため、事務局で使用するインターネット、その他連絡業務のための印刷事務等にかかる経費は全て大学から無償で使用することができ、川崎医療福祉大学には心より感謝いたしております。

来年度から事務局は広島に移転しますが、今後は事務局経費がかさむことと存じます。

会員の皆様には、どうぞ今年度までの特殊な事情をご理解のうえ、ご協力いただきますようお願い申し上げます。

日本音楽療法学会中国支部の今後の益々のご発展をおいのりします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

日本音楽療法学会中国支部

旧副事務局長　田中　順子

(川崎医療福祉大学)

当大学に中国支部の事務局をお受けしたのは2001年12月1日からでした。事務局員として白石さんと小林さんが、その後、白石さん、綾部さん、上田さんのお三人が献身的にその任を負ってくださいました。

その間、講習会等の認定について、支部事務局へ文書をご提出いただくシステムになり、不慣れな作業から皆様方にはご迷惑をお掛けいたしました。ニュースレターの発行や支部ホームページの立ち上げ、支部大会のサポート等もさせていただき、中国支部事務局としての基盤を作ることはできたかと思います。到らない点もたくさんあったかと存じますが、我々事務局は戸惑いながらも楽しく仕事をさせていただきました。

最後になりましたが、当大学を使用するに当たって、上田智教授には多大なサポートをしていただきました。この場をお借りして厚くお礼申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本音楽療法学会中国支部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前副事務局長　　保野孝弘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(川崎医療福祉大学)

事務局移転に当たって ３つの「ありがとう」
　
ありがとう！
　事務局員として、試行錯誤しながらも効率的そして献身的に事務の仕事をして下さ
った、白石良子さん、綾部小百合さん、上田美佐さん、そして小林豊子さん、ありがとうございます。皆様のおかげで、中国支部事務局の基礎が完成しました。
　ありがとう！
大学の施設使用にお力を貸して頂き、また事務処理の的確な判断をして頂いた、上
田智先生、田中順子先生、ありがとうございました。おかげで、恵まれた環境で、
迅速なご助言の下、事務作業が能率的にできました。
　ありがとう！
事務局の仕事にご理解とご協力を頂いた、支部会員の皆様、ありがとうございまし
た。おかげで、約３年間にわたり、事務局の仕事を続けることができました。
　中国支部の活動が、益々充実し発展することを願っています。ありがとうござい
ました。
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事務局より

2005年度支部会費を受け付けます。同封の振込用紙にてお支払いください。

なお､前年度までが未納の方は合計した金額を記入してあります。

今回のニュースレター発送も全国大会の際の封筒を利用させて頂きました。住所、メールアドレス等が３月までのものですのでご注意ください。

　　　　　　　　　　　　　　編集後記

川崎医療福祉大学の事務局より発送するニュースレターはこれで一区切りとなりました。４年間試行錯誤を繰り返しながらも事務局が何とかここまで漕ぎ着けることができましたのは､ひとえに役員の方々をはじめ会員の皆様のあたたかいご支援と、事務局としての素晴らしい環境を全て提供してくださった川崎医療福祉大学の上田先生、保野先生、田中先生のお陰と心より感謝いたします。本当にありがとうございました。今後も一会員として中国支部の発展をこころよりお祈り申し上げます。

(綾部､上田､小林、白石)
	♪♪♪　第５回中国支部学術大会のご案内　♪♪♪



三寒四温の季節となりました。来るべき春が待ち遠しく感じられるこのごろです。

全国大会が昨年９月に開催され、支部大会の開催時期が大きくずれてしまっていますので、本年度はこの10月に第5回支部大会が開催されることになりました。この２月の山口大会の熱気とあたたかい雰囲気を広島大会にも引き継がせていただきたいと願っています。会場は、宮島の鳥居を見下ろす対岸の丘の上に位置し、正面に江田島や瀬戸の島々、また東は広島市から呉市方面、そして西は大竹市までの瀬戸内海を一望にする、すばらしい場所にあります。十分に景色を楽しんでいただくことができると思います。皆様方のふるってのご参加をお待ち申し上げます。
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　第５回中国支部学術大会長　松原　秀樹

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　準備委員長　木村　敦子

記

期　日　　平成17年10月22日（土）、23日（日）

　　　　会　場　　日本赤十字広島看護大学

〒738-0054広島県廿日市市阿品台東１－２

詳しくは5月の第２報の案内で地図をお送りしますが、大学のホームページ（http://www.jrchcn.ac.jp）を参照してください。

　[今後の案内・予定]

５月　案内郵送・ホームページ掲載（研究発表募集、講演内容等のお知らせ）

７月　研究発表応募締め切り
　10月初旬　大会開催日の２週間前までに最終案内の発送

　　　（プログラムは全会員に郵送。抄録集は当日、参加者のみに配布します。）

 
第５回中国支部学術大会準備室　

　　〒731-0295　広島市安佐北区可部東１－２－１

　　　　　　　　　　　　　広島文教女子大学　木村敦子研究室内

　　Tel　＆　Fax　　082-814-3161
　　Eメール・アドレス　jmta-cc.@h-bunkyo.ac.jp　（4月1日以降）

　　松原秀樹のEメール・アドレス　matsubara@jrchcn.ac.jp
２００５年３月２４日発行





日本音楽療法学会中国支部　


　　　　　　　　　　ニュースレター　第９号








♪編集　 　 日本音楽療法学会中国支部


　　　　　　　〒701-0193　岡山県倉敷市松島288　川崎医療福祉大学　保野研究室内


　♪TEL& FAX  086-463-9060　　　　　　　　　


　♪E-mail　　� HYPERLINK "mailto:jmta-cc@mw.kaqwasaki-m.ac.jp" �jmta-cc@mw.kawasaki-m.ac.jp�


  ♪H.P.　　　� HYPERLINK "http://shuttle.kawasaki-m.ac.jp/jmta-cc/" �http://shuttle.kawasaki-m.ac.jp/jmta-cc/�
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